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カ
ヌ
ー
部
監
督
・
小
野
幸
一
が
語
る

高
校
３
年
間
の
軌
跡

　

「
水
本
が
カ
ヌ
ー
部
に
入
っ
て
き
て
、
始
め
の
頃
は
何
度
も
水

の
中
に
落
ち
て
い
た
こ
と
を
思
い
出
す
」。
そ
う
語
る
の
は
、
水

本
さ
ん
の
高
校
時
代
、３
年
間
を
支
え
た
不
来
方
高
校
カ
ヌ
ー
部
・

小
野
幸
一
監
督
だ
。
日
本
代
表
選
手
に
ま
で
成
長
し
た
水
本
さ
ん

も
、
最
初
は
他
と
変
わ
ら
な
い
、
ご
く
普
通
の
生
徒
だ
っ
た
。

　

中
学
時
代
は
野
球
部
で
、
高
校
か
ら
カ
ヌ
ー
を
始
め
た
水
本
さ

ん
。
当
初
は
初
心
者
で
目
が
留
ま
る
よ
う
な
存
在
で
は
な
か
っ
た

が
、
１
年
の
秋
に
は
、
既
に
才
能
の
片
り
ん
を
見
せ
始
め
て
い
た
。

そ
の
年
の
国
体
出
場
を
控
え
て
い
た
３
年
生
と
の
練
習
レ
ー
ス

で
、
ほ
ぼ
互
角
の
勝
負
を
展
開
。
終
盤
は
失
速
し
た
も
の
の
、
そ

の
レ
ー
ス
内
容
は
小
野
監
督
を
驚
か
せ
た
。

　

「
体
力
の
差
で
、
最
後
ま
で
ペ
ー
ス
は
持
た
な
か
っ
た
。
だ
が
、

体
の
使
い
方
と
い
う
か
『
体
幹
で
こ
ぐ
』
と
い
う
こ
と
が
、
昔
か

ら
上
手
だ
っ
た
と
思
う
」
と
評
し
た
。

　

水
本
さ
ん
の
脅
威
の
成
長
は
、
小
野
監
督
を
焦
ら
せ
た
。

　

こ
れ
は
や
ば
い
ぞ
―
。

　

小
野
監
督
は
、
自
身
の
専
門
外
で
あ
る
種
目
・
カ
ヤ
ッ
ク
に
つ

い
て
、
猛
勉
強
を
開
始
。
水
本
さ
ん
の
上
達
を
支
え
る
べ
く
、
よ

り
深
く
、
種
目
に
つ
い
て
研
究
を
進
め
て
い
っ
た
。

　

小
野
監
督
の
読
み
通
り
、
水
本
さ
ん
は
高
校
２
年
時
の
大
会
で

頭
角
を
現
す
。
初
め
て
出
場
し
た
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
で
は
、
カ
ヤ
ッ

ク
ペ
ア
２
０
０
㍍
で
、
同
級
生
の
北
田
智
充
さ
ん
と
組
み
優
勝
。

こ
の
他
、
カ
ヤ
ッ
ク
シ
ン
グ
ル
の
２
種
目
で
も
入
賞
。
そ
の
年
の

岡
山
国
体
で
は
、
県
勢
と
し
て
17

年
ぶ
り
の
入
賞
を
果
た
し
た
。

　

高
校
３
年
時
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
で
は
、
カ
ヤ
ッ
ク
シ
ン
グ
ル
・

ペ
ア
の
各
２
０
０
㍍
、
５
０
０
㍍
を
制
覇
。
４
冠
達
成
と
い
う
快

挙
は
、
３
年
間
の
集
大
成
が
表
れ
た
瞬
間
だ
っ
た
。

　

小
野
監
督
は
「
大
き
な
フ
ォ
ー
ム
、
後
半
の
苦
し
い
場
面
で
頑

張
れ
る
と
い
う
こ
と
が
、
水
本
の
持
ち
味
。
今
ま
で
何
度
も
挑
戦

し
て
き
て
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
が
決
ま
っ
た
こ
と
は
、『
本
当

に
良
か
っ
た
』
と
い
う
言
葉
以
外
に
出
て
こ
な
い
。
水
本
の
存
在

は
、
こ
れ
か
ら
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
目
指
す
る
子
ど
も
た
ち
の
励
み

に
も
な
る
」
と
し
、大
き
く
育
っ
た
教
え
子
の
姿
に
目
を
細
め
た
。

運命を変えた高校生活
～高総体４冠・町民栄誉賞～

　

水
本
さ
ん
は
平
成
16

年
度
～
18

年
度

ま
で
在
籍
し
た
不
来
方
高
校
時
代
、
高

校
３
年
時
に
達
成
し
た
イ
ン
タ
ー
ハ
イ

（
全
国
高
校
総
体
）
に
お
け
る
カ
ヤ
ッ

ク
シ
ン
グ
ル
・
ペ
ア
で
の
４
冠
達
成
を

は
じ
め
、
国
体
を
含
め
た
大
舞
台
で
、

数
々
の
成
績
を
収
め
た
。
町
で
は
平
成

18

年
、
そ
の
功
績
を
称
え
、
本
町
初
の

町
民
栄
誉
賞
を
授
与
し
た
。
ま
た
、
平

成
29

年
に
は
、
運
動
部
や
文
化
部
の
活

躍
に
よ
り
、
不
来
方
高
校
と
し
て
町
民

栄
誉
賞
を
受
賞
し
て
い
る
。

　

不
来
方
高
校
卒
業
後
は
大
正
大
学
に

進
学
し
、
カ
ヌ
ー
競
技
に
継
続
し
て
打

ち
込
ん
だ
。
そ
の
後
、
長
崎
県
に
拠
点

を
移
し
、
挫
折
を
経
験
し
な
が
ら
も
、

再
起
を
果
た
し
、
４
度
目
の
挑
戦
で
念

願
を
か
な
え
た
。

　

高
校
時
代
、
輝
か
し
い
成
績
を
収
め

な
が
ら
も
、
卒
業
後
は
苦
し
い
日
々
が

続
い
た
。
だ
が
、
諦
め
ず
に
奮
起
し
、

13

年
の
年
月
を
経
て
、
夢
を
手
中
に
し

た
背
景
に
は
、
不
来
方
高
校
時
代
に

培
っ
た
経
験
、
自
信
が
大
き
な
支
え
と

な
っ
た
に
違
い
な
い
。

　

水
本
さ
ん
と
二
人
三
脚
で
全
国
を
目

指
し
た
、
同
校
カ
ヌ
ー
部
の
小
野
幸
一

監
督
に
話
を
聞
く
と
、
水
本
さ
ん
の
強

さ
の
根
源
が
垣
間
見
え
た
。

高総体４冠を果たした当時の

水本さんと北田智充さん（右から）

町民栄誉賞を受賞する水本さん

小野幸一監督
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　水本さんは９月13日、不来方高校カヌー部が練習

場としている盛岡市の御所湖を訪れ、部活動に参加し

た。約３時間、生徒らは水本さんと練習に励み、湖上

でアドバイスを求めるなどして、偉大な先輩選手との

有意義な時間を過ごした。

　水本さんも高校時代、部活に励んでいたこの場所。

青春時代を過ごした思い出の地で、訪れるのは約７年

ぶりとなった。

思い出の地を訪ねる

御所湖を背に先輩・水本さんを囲む不来方高校カヌー部の生徒ら

水本さん（右）からアドバイスを受ける部員

田中大暉君（3年）
茨城国体・本県代表

　スタートが苦手なので、

改善するための練習方法

や、意識の持ち方などを

聞くことができ、勉強に

なった。

　国体では、表彰台に立

てるよう、アドバイスを

生かして頑張りたい。

藤原聡子さん（2年）
矢巾北中学校出身

　高校に、トロフィーと

一緒に写真が置いてある

ので、すごい選手が先輩

にいることは知っていた。

　直接、オリンピックに

出場する選手と話せる機

会は貴重。きょう学んだ

ことを今後のプレーに生

かしたい。

五十嵐陽世さん（3年）
茨城国体・本県代表

　パドルでの水の捉え方

や体の回し方など、自分

とはぜんぜん違うレベル

で、見ているだけでも学

ぶことが多かった。

　国体の表彰台を目指し

て、これからの練習に取

り組んでいきたい。

舘澤滉大君（1年）
矢巾中学校出身

　いわてスーパーキッズの

競技体験でカヌーに興味を

持ち、入部した。

　水本さんは、パドルの一

こぎで進む距離が長くて、

実力の高さを感じた。

　インターハイで優勝でき

るような選手になれるよ

う、頑張っていきたい。


